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各教科・科目における「知的財産教育」の教材化に関する学習指導案        H18 年度       

 

普通科目（ 日本史Ａ ）の学習指導案 １８No３ 
             または日本史Ｂ、世界史Ａ、世界史Ｂ 
１．指導目標  
 （１）産業の発展の歴史について学ぶ。 
 （２）知的財産権の社会における重要性を認識させる。 
 （３）知的財産が人類にもたらした恩恵について理解させる。 
 （４）新しいものを創造する意欲を身につけさせる。 

 
２．指導項目・内容 
      指導項目・内容 時間（分）    指導上の留意点 
 
導 入 
 

 
・本時の目標を確認する。 
 

  ５  
・生活と知的財産の関係について

触れ、興味づけをする。 
 
 
 
 
 
 
展 開 

・はじめに 
 主題５ 産業技術の発達と生活 
 
・「技術」とは何だろう 
 
 
・電気と生活 
・技術と生活 
 
 
 
 
 
・技術の導入 

 ４０  
・知的創造サイクルを理解させる。

 
・社会を変えた産業革命は、蒸気

機関などの発明によることを理

解させる。 
・電気を利用した発明品（電灯、

ラジオ、テレビ、冷蔵庫、洗濯

機、掃除機、炊飯器など）によ

り生活がどのように変化したか

を考えさせる。 
・アイデアを生かした独創的な製

品開発の重要性を認識させる。

・今後の課題を考えさせる。 
 
整 理 

 
・本時のまとめをする。 

  ５  
・知的財産権の社会における重要

性を認識させる。 

 
備 考 

「現代の日本史 A」（山川出版・日 A004）P１２５～Ｐ１２８「産業技術の発展と生活」

「日本史 A」（第一学習社・日 A007）P７８～Ｐ７９「電話の普及について調べてみよう」

冊子「特許から見た産業発展史」（企画 特許庁） 
 




